







































本論文は、序章・第Ⅰ部（第 1 章から第 4 章）・第Ⅱ部（第 5 章から第 8 章）・終章から
構成されている。  
序章では、本論文の目的と共に、方法の中で筆者による本調査の概要を述べ、調査協力









な背景も踏まえ、本調査においては、国際関係学科設置以前の 1969 年 3 月までに同塾に在
籍した卒業生 34 名への聴き取り調査5を分析する。 
第Ⅰ部では、［＜空間＞としての「津田塾」を構成したもの：学生への「種」＞］とし
て、日本の女子高等教育史において初期に始まる「津田塾」6の教育は、女性のための教育
                                                        
1  在籍時期を学校の名称の変遷で分けると、津田英學塾（1933 年 7 月 5 日－）・津田塾専門学校（1943












4  1969 年 4 月国際関係学科設置  
5  本調査の全協力者数は 40 名である。このうち、在学時の所属が現在の学芸学部英文学科の前身の所
属であり、1969 年 3 月までに「津田塾」に在籍していた 34 名を本研究における対象者とした。  
6 本研究では、女子英學塾（1900 年 9 月 14 日－）の創立から、津田英學塾（1933 年 7 月 5 日－）・津








第 1 章では、第Ⅰ部の構成を述べる。 
第 2 章［私塾設立準備から津田塾大学への歩み／歴史的概観］では、1900 年（明治 33
年）に津田梅子が創立した女子英學塾の設立背景、塾の創立から現在に至るまでの学校の
歴史を学校名称の区切りごとに社会背景と共に辿っていく。続いて、学生が米国留学する
際に大きな役割を果たした Japanese Scholarship に着目し、その奨学金制度の内容や果たし























                                                        
7 星野あい、藤田たき、内田道子のように卒業後には「津田塾」の教員ともなった者も少なくない。     
（のちに、星野あいは 2 代目塾長・学長、藤田たきは 4 代目学長を務めた。）  
8 1929 年 8 月 16 日死去。  

























































念を具体的に示し、教育の特徴と成果を 3 点挙げジェンダー研究の観点から考察を述べた。 
一点目は、社会的貢献の意欲と実践である。国語教育を重視した英語教育とリベラル・
アーツ教育の成果としての国際感覚の生成の過程が＜個＞の意識の自覚につながっていた。 
二点目は、「技術」としての英語の教育が「人間形成」につながっていたことである。
性別を超越した個人として確かな「技術」として英語を習得する過程には、ひとりの人間
として一流になることを目指し、それを可能にする環境があった。 
三点目は、「津田塾」が目標としていた「自立（自律）」した女性を育成する教育が、女
性だけでなく男性にも受け入れられていたことである。進学先として「津田塾」を検討し
選択するとき、調査協力者たちは、家長の役割を果たしていた家族の助言を受けていた。
家長の多くは、父親あるいは兄で、本調査で明らかになったのは、娘や妹の将来やその後
の人生を見据えて教育を考えていた男性たちの姿であった。彼らは、これからの女性の生
き方を考える上で新しいジェンダー観の具体的なかたちとして、性別ではなく人間を＜個
＞として考え重視する教育を受け入れ、娘や妹を「津田塾」に送り出していたことが明ら
かになった。 
本論文は、津田梅子が目指した英語教育は、女性が仕事を持ち自立することが困難であ
った時代に、自立につながる将来の専門職への足掛かりとなるだけでなく、職業人となる
かどうかにかかわらず、学習過程で得た広い視野と深い学問的探究の姿勢が、人生におい
て＜個＞を意識する体験となること、その体験から得た多様性に対する寛容さは、個々の
女性の立場を解放、飛翔させるための手段となって活かされたことを明らかにした。そし
て、このような自律した個人を育成する女性のための教育は、日本の男性たちにも新しい
ジェンダー観として受け入れられていたことを示した。 
